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新規ダメージヘア修復成分 

 

 
今までのダメージケアの考え方 
 
今なお、多くのヘアケア製品がそうであるように、カチオン界面活性剤によって 
シリコーンに代表される油性成分の吸着が、ダメージケアと称されておりました。 
 
                                                 親油性吸着 

カチオン界面活性剤 

 

髪のマイナスチャージ 

                                                      イオン性吸着 

                                                      毛髪表面 

 

図１ 髪への理想的シリコーン吸着 

 

しかし、ダメージを受けた髪の表面は、親水基が露出しているためイオン結合だけ 
では吸着しない箇所が存在し、シリコーン等の吸着が上手くいかないのが現状です。 
 
                                              シリコーンの局在化 

 

                                 露出されたダメージ毛   の親水基 

 

                                                    イオン性吸着のみ 

 

 
図２ 実際の髪へのシリコーン吸着 
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そこで、ダメージを受けた髪の露出した親水基に選択的に吸着し、修復効果を 
実現するために「親水基を持ち、なおかつシリコーンの吸着を促進させる構造」 
が、髪の修復成分としてシリコーンとの橋渡しを実現いたしました。 
 
                                                 シリコーンの 

                                                       より強固な吸着 

 

                                                     親水基同士の吸着 

                                                      とイオン吸着 

                                                      

 
図３ 改善されたシリコーン吸着 

 
 
 
このメカニズムを実現させた構造こそ、下記 
Arlasilk Phospholipid PLN なのです。 
 
       シリコーン性部分                     ＋  

                              -   親水性部分 

            親油性部分                 ＋                    
 
 
 
【商品情報】 

商品名：Arlasilk Phospholipid PLN 
表示名称：リノールアミドプロピルＰＧ－ジモニウムクロリドリン酸ジメチコン 
製造元：UNIQEMA（英） 
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